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毎年、越冬のために訪れる白鳥が、日の光に包ま
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税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ト
収
入
に
対
す
る
税

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与

所
得
と
な
り
ま
す
。
課
税
さ
れ
る

所
得
は
、
パ
ー
ト
の
年
収
か
ら
給

与
所
得
控
除
額
「
最
低
65
万
円
」

と
基
礎
控
除
「
38
万
円
」
な
ど
の

所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
残
額
で

す
。

パ
ー
ト
収
入
と
税

所
得
税
の
場
合

年
収
が
パ
ー
ト
収
入
の
み
の
場

合
は
、
パ
ー
ト
収
入
が
１
０
０
万

円
以
下
の
場
合
、
給
与
所
得
の
金

額
が
住
民
税
所
得
割
の
非
課
税
限

度
額
「
35

万
円
」
以

下
に
な
り

ま
す
の
で
、

住
民
税
所

得
割
は
か

か
り
ま
せ

ん
。

パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
が
作
成
で
き

ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp

の
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

②

今
回
は
、
配
偶
者
の
パ
ー
ト
収
入
と
税
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

配
偶
者
に
パ
ー
ト
収
入
が

あ
る
場
合

夫
に
所
得
が
あ
り
、
妻
が
パ
ー

ト
で
働
く
場
合
、
夫
が
受
け
ら
れ

る
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控

除
は
次
の
と
お
り
で
、
両
方
の
控

除
を
併
せ
て
受
け
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

①
　
妻
の
パ
ー
ト
収
入
が
１
０
３

万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者

控
除
（
38
万
円
）
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

②
　
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
妻
の

パ
ー
ト
収
入
が
１
０
３
万
円
を

超
え
て
１
４
１
万
円
未
満
で
あ

れ
ば
３
万
円
〜
38
万
円
ま
で
の

範
囲
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。た

だ
し
、
夫
の
合
計
所
得
が

１，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
は
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

住
民
税
の
場
合

（例）120万円ー（65万円＋38円）＝

17万円

17万円×税率10％＝1万7,000円

（所得税）

（例）

100万円－65万円（所得控

除額）＝35万円

35万円（所得額）≦非課税

限度額（35万円）

給与所得控除額表 

年収 控除額 

162万5,000円以下 

162万5,000円超～180万円以下 

180万円超～360万円以下 

360万円超～660万円以下 

660万円超～1,000万円以下 

1,000万円超 

65万円 

年収×40％ 

年収×30％＋18万円 

年収×20％＋54万円 

年収×10％＋120万円 

年収×５％＋170万円 

所得税の税額表 

課税所得金額① 税率② 

330万円以下 

330万円超～900万円以下 

900万円超～1,800万円以下 

1,800万円超 

10％ 

20％ 

30％ 

37％ 

控除額③ 

0 

33万円 

123万円 

249万円 

（求める税額＝①×②－③） 

配偶者控除と配偶者特別控除の関係 

配偶者のパート収入 
配偶者 
控除 

103万円以下 

103万円を超え105万円未満 

105万円以上110万円未満 

110万円以上115万円未満 

115万円以上120万円未満 

120万円以上125万円未満 

125万円以上130万円未満 

130万円以上135万円未満 

135万円以上140万円未満 

140万円以上141万円未満 

141万円以上 

38万円 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

配偶者特別 
控除 

－ 

38万円 

36万円 

31万円 

26万円 

21万円 

16万円 

11万円 

６万円 

３万円 

－ 

問
い
合
わ
せ

巻
税
務
署
@
72
―
２
３
５
５

税
務
課
住
民
税
係

内
線
１
５
２

例えば、パート収入が120万円の場合

となります。（平成16年分については定

率減税（２割）が実施されるので1万

3,600円です）
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気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
度
以
下
に
な
る
と
、
水
道
の

水
が
凍
っ
た
り
水
道
管
が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。特

に
、
冬
期
間
使
用
し
な
か
っ
た
り
、
屋
外
で
む

き
出
し
に
な
っ
て
い
る
蛇
口
や
水
道
管
は
、
布
や
新

聞
紙
・
紙
袋
等
を
巻
い
て
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル

等
で
覆
う
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
早
め
に
冬
支
度
を

し
ま
し
ょ
う
。

破
裂
や
ひ
び
割
れ
で
水
が
吹
き
出
し
た
と
き
は
、

水
を
止
め
る
た
め
水
道
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
止
水
栓
を
右
へ
回
し
ま
す
。

次
に
、
破
裂
し
た
部
分
を
布
か
テ
ー
プ
で
し
っ
か

り
と
巻
き
つ
け
て
応
急
手
当
を
し
た
後
、
す
ぐ
に
町

指
定
の
水
道
工
事
店
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

宅
地
内
の
漏
水
に
係
る
修
理
費
用
は
、
各
家
庭
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
で
な
い
と
き
は
、
お
湯
を

か
け
て
溶
か
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

お
湯
を
か
け
る
場
合
は
、
蛇
口
に
近
い
方
か
ら
ぬ

る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

急
に
熱
湯
を
か
け
た
り
す
る
と
破
裂
し
た
り
、
ひ

び
割
れ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
課
　
@
88
―

２
１
４
４

夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意
を

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は

道
路
を
巡
回
す
る
と
、
庭
木
や

樹
木
等
が
道
路
に
出
て
い
る
こ
と

が
大
変
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

普
段
は
何
気
な
い
木
の
枝
で

も
、
こ
れ
か
ら
の
除
雪
時
に
は
、

積
も
っ
た
雪
の
重
さ
で
垂
れ
下
が

り
、
道
路
除
雪
作
業
に
支
障
を
き

た
す
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
車
の

通
行
や
歩
行
者
に
危
険
な
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
冬
期
間
の
道
路

交
通
に
支
障
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、

歩
行
者
の
安
全
の
た
め
に
も
今
の

う
ち
か
ら
樹
木
等
の
枝
打
ち
処
理

等
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

冬
の
道
路
確
保
・
除
雪
作
業

に
ご
協
力
を

本
年
度
も
例
年
ど
お
り
、
町
内

主
要
道
路
お
よ
び
生
活
関
連
道
路

の
機
械
除
雪
を
行
い
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
交
通
の
確
保
を
し
て
い
き

ま
す
。

な
お
、
円
滑
な
除
雪
作
業
を
行

う
た
め
、
次
の
点
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
除
雪
作
業
の
支
障
と
な
り
ま

す
の
で
、
自
動
車
等
を
道
路
上

に
放
置
・
駐
車
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・
車
庫
等
の
出
入
口
に
設
置
し

て
あ
る
乗
車
板
等
は
、
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。

・
道
路
上
に
出
て
い
る
樹
木
・

竹
等
の
枝
お
ろ
し
な
ど
を
事
前

に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
宅
等
の
出
入
口
の
除
雪

は
、
各
戸
で
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。

・
除
雪
作
業
に
よ
り
、
破
損
し

や
す
い
も
の
や
、
畑
な
ど
排
雪

し
て
ほ
し
く
な
い
と
こ
ろ
に

は
、
竹
竿
等
に
赤
布
を
付
け
る

な
ど
、
分
か
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

・
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
の

で
、
子
ど
も
な
ど
が
除
雪
車
に

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

・
除
雪
作
業
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
各
区
長
を
通
じ
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

道
路
に
出
て
い
る
樹
木
等
の

道
路
に
出
て
い
る
樹
木
等
の 

　
　
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す 

道
路
に
出
て
い
る
樹
木
等
の

道
路
に
出
て
い
る
樹
木
等
の 

　
　
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す 

道
路
に
出
て
い
る
樹
木
等
の 

　
　
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す 

平成16年度　除雪区域割 

業　者　名 町　　内　　名 

遠 藤 建 設 ㈱ 

小 林 設 備 工 業 

㈲ 谷 建 設 

㈱ 加 藤 建 設 

㈱ 八 百 板 組 

押付・押付団地・矢島・ 
天竺堂・真田 

西汰上・下山・新栄町 

　代官橋通南側・学校町・ 
水道町 

六分・一番町～八番町・ 
千隈町・朝日町 

九番町・東町・見帯 

業　者　名 町　　内　　名 

佐 藤 建 材 

深 澤 建 設 ㈱  

西 川 興 業 ㈱  

世 紀 東 急 工 業 ㈱ 
北陸支店新潟営業所 

㈱ 新 潟 藤 田 組 

上組～浦村・上組～松崎・ 
美里・槇島団地・新川 

旗屋・旗屋工業団地・ 
松崎・大正通・藤見町 

　代官橋通北側・平野・善光寺・ 
桑山・槇島・川崎・川崎団地 

大関～升岡・広域農道・ 
川西～三角野 

升岡工業団地・升岡団地 



5

除
雪
に
つ
い
て

平成16年度町道消雪パイプ維持管理委託業者区域割図 平成16年度町道消雪パイプ維持管理委託業者区域割図 平成16年度町道消雪パイプ維持管理委託業者区域割図 

町道消雪パイプ維持管理委託業者区域割 

業　者　名 町　　内　　名 

深澤建設㈱ 

㈲谷建設 

㈱八百板組 

Ｂ区域 
（　第一区・　第三区・学校 
　町地内） 

Ｃ区域 
（　第一区・六番町・七番町・ 
　八番町・東町・六分・見帯 
　地内） 

Ａ区域 
（　第一区・　第二区・　第 
　三区地内） 

業　者　名 町　　内　　名 

Ｄ区域 
（二番町・三番町・四番町・ 
　五番町・六番町・七番町・ 
　朝日町・千隈町・六分地内） 

上組～浦村 

㈱加藤建設 

西川興業㈱ 

大関～三角野 

世紀東急工業㈱ 
　北陸支店新潟営業所 

１　天竺堂、真田、槇島、中島、下山、平野地内 
　の消雪パイプについては、集落委託となってい 
　ます。 
２　平成16年度に敷設した消雪パイプについては、 
　今年度に限り請負業者が維持管理を行います。 
３　午後2時～3時および午後4時～5時に降雪等 
　があっても消雪パイプは作動しません。 

県道消雪パイプ維持管理委託業者区域割 
業　者　名 町　　内　　名 

㈱加藤建設 
西川町地内の県道 

A

B

C

D
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区 割 り に 関 す る 主 な 意 見
パターンに関する意見、パターン以外の区割りが良いとする意見は880件寄せられました。
そのうち、パターンに関する意見は490件で、最も多かったのは「Ｂ案が良い」の350件、ほかには「Ａ案が良い」（93件）、

「Ｃ案が良い」（25件）という意見などが寄せられました。
パターン以外の区割りに関する意見は390件で、「５区の新津市、小須戸町に亀田町、横越町を加えて中蒲原郡でまとまるべ

きである。４区は石山地区事務所管内と南地区事務所管内の全域とすべきである」（68件）、「現在の西蒲原郡を一つの区とし
てほしい」（25件）という意見などが寄せられました。
特徴としては、新潟市中央地区、沼垂地区、内野地区、中野小屋地区、赤塚地区、坂井輪地区、白根市、岩室村、西川町で

パターンBが良いという意見が多く出されています。

パターンに

関する意見

パターン以外の

区割りに

関する意見

意見数

93

350

25

1

5

6

6

3

1

68

32

26

25

13

7

7

6

6

5

4

意 見 概 要

Ａ案が良い

Ｂ案が良い

Ｃ案が良い

Ａ案またはＢ案が良い

Ａ案またはＣ案が良い

Ｂ案またはＣ案が良い

Ａ案またはＢ案またはＣ案が良い

Ａ案およびＣ案は反対

Ｂ案およびＣ案は反対　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・５区の新津市、小須戸町に亀田町、横越町を加えて、中蒲原郡でまとまるべき

・４区は石山地区事務所管内と南地区事務所管内の全域とすべき

・亀田町、横越町は４区から除く

・亀田町、横越町を４区から除外して、木戸地区を４区に入れるのが良い

・現在の西蒲原郡を一つの区としてほしい

・４区は石山地区事務所管内と南地区事務所管内の全域とすべき

・５区の新津市、小須戸町に亀田町、横越町を加えて、中蒲原郡でまとまるのが一番良い

・Ｂ案の６区に潟東村を入れると人口的に良い　　　　　　　　　　　　　　　　　

現在の新潟市を４つの区に分割し、新たに合併する市町村を４つの区にする案

１区　本庁・関屋、入船

２区　坂井輪、内野、赤塚、中野小屋、黒埼

３区　松浜、南浜、濁川、中地区、大形

４区　鳥屋野、曽野木、両川、石山、大江山、沼垂、木戸

５区　豊栄市

６区　新津市、横越町、亀田町、小須戸町

７区　白根市、味方村、月潟村、中之口村

８区　西川町、巻町、岩室村、潟東村

・４区は新潟南警察署管内であるが、歴史的に見て旧亀田郷のエリアである。昔からの歴史的な

つながりが深く、妥当な区割りである

・石山地区は長く東新潟のベッドタウンとして生活形態が確立しているので、亀田地区と離して

東新潟地区に当然一緒にすべき

・巻町が新潟市に合併ということになれば、巻町を７区に入れてＢ案を基本にして考えていく方

が良い

去る9月8日から10月31日までの間に住民の皆さんから提出していただいた、政令指定都市の区割りパターンに対
する意見の集計が終了しました。
集計結果は次のとおりですが、今後は、この意見をもとに、再度住民の皆さんからの意見を募集し、合併後に設置

される予定の「行政区画審議会」（※区割りについて審議する会）に、すべての意見を審議の参考として提出します。

●各市町村に提出された
意見数
○新潟市 684通
○新津市 12通

○白根市 62通
○豊栄市 7通
○小須戸町 6通
○横越町 9通

○亀田町 35通
○岩室村 129通
○西川町 75通
○味方村 9通

○潟東村 7通
○月潟村 16通
○中之口村 14通
合計 1,065通

政令指定都市区割りパターンに対する意見 政令指定都市区割りパターンに対する意見 政令指定都市区割りパターンに対する意見 
1,065通の集計結果まとまる 
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区
割
り
パ
タ
ー
ン
集
計
結
果

区割り基準・区に関する主な意見
人口規模、地形・地物など区割りする際の基準や、区の数など区に関する意見は1,012件寄せられました。
そのうち、「生活圏の一体性を考慮すべき」（170件）という意見が最も多く寄せられたほか、「小中学校区が分断されること

がないように区割りすべき」（109件）、「巻町を含めて考えるべき」（98件）という意見も多く出されました。

人口規模

歴史的沿革・地
縁的つながり等

地形・地物

その他
（地域のつながり）

区の数

学校区

区役所の位置

区役所・出張所の
機能

区名

巻町の
取り扱い

意見数

16

5

12

38

9

13

6

7

7

6

7

170

18

49

109

44

7

45

98

25

意 見 概 要

一つの区は平均10万人程度とすべき

一つの区は平均10万人程度にこだわらなくて良い

各区の人口のバラつきを小さくすべき

人口のバラつきを小さくし、10万人に近づけるべき

歴史的沿革を重視すべき

西新潟・東新潟の観点を重視すべき

境界はなるべく自然境界に整序すべき

境界はなるべく川や国道など明確な地形・地物とすべき

大きな川は境界線として良いが、小さな川は境界にすべきではない

亀田郷地区と鳥屋野潟付近の境界については、中部下水処理場・上沼地区を南地区事務所所管区

域の鳥屋野地区に含める方がすっきりとしているのでは（親松排水路～鳥屋野潟を境に区分けし

た方が良い）

地域の歴史、風土や路線、道路などを尊重してほしい

生活圏の一体性を考慮してほしい

７つが良い

８つにすべき

小中学校区が分断されることがないようにすべき

区役所の位置も区割りと併せて示すべき

区役所・出張所のサービスは今までより不便にならないように

区名も区割りと併せて示すべき

巻町を含めて考えるべき

巻町を入れて８区

1　区 

2　区 

4　区 

3　区 

6　区 

5　区 

福島潟 

鳥屋野潟 

通船川 

小阿賀野川 

西川 

佐潟 

福
島
潟
放
水
路

福
島
潟
放
水
路 

福
島
潟
放
水
路 

新
井
郷
川

新
井
郷
川 

信
濃
川

信
濃
川 

中
ノ
口
川
口
川 

関
屋
分
水
路

関
屋
分
水
路 

福島潟 

鳥屋野潟 

通船川 

小阿賀野川 

西川 

佐潟 

新
井
郷
川 

信
濃
川 

中
ノ
口
川 

関
屋
分
水
路 

巻　町 

7　区 

阿
賀
野
川

阿
賀
野
川 

阿
賀
野
川 

A案 A案 A案 
西地区 

豊栄市 

新津市 

小須戸町 

白根市 

坂井輪地区 

黒埼支所 

西地区 

岩室村 

西川町 

潟東村 

中之口村 
月潟村 

味方村 

亀田町 

横越町 

●境界線 

市町村界 
支所・地区事務所界 
連絡所界等 
市役所 
町村役場 
支所 
出張所・地区事務所 
連絡所 
河川・湖沼 

凡　　例 

行政区界 

対 象 区 域
北地区事務所所管区域、豊栄市
東地区事務所所管区域の一部（木戸・大形地区）
中地区事務所所管区域
中央地区、東地区事務所所管区域の一部（沼垂地区）
南地区事務所所管区域の一部（鳥屋野地区）
石山地区事務所所管区域、南地区事務所所管区域
の一部（曽野木・両川地区）、横越町、亀田町
新津市、小須戸町
西・坂井輪地区事務所所管区域、黒埼支所所管区域
白根市、岩室村、西川町、味方村、潟東村、月潟村、中之口村

区
1

2

3

4

5
6
7

人口
77,858

101,496

158,485

123,780

76,314
157,558
83,992
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福島潟 

鳥屋野潟 

通船川 

小阿賀野川 

西川 

佐潟 

福
島
潟
放
水
路

福
島
潟
放
水
路 

福
島
潟
放
水
路 

新
井
郷
川

新
井
郷
川 

信
濃
川

信
濃
川 

中
ノ
口
川
口
川 

関
屋
分
水
路

関
屋
分
水
路 

福島潟 

鳥屋野潟 

通船川 

小阿賀野川 

西川 

佐潟 

新
井
郷
川 

信
濃
川 

中
ノ
口
川 

関
屋
分
水
路 

巻　町 

1　区 

2　区 

4　区 

3　区 

6　区 

5　区 

7　区 

阿
賀
野
川

阿
賀
野
川 

阿
賀
野
川 

B案 B案 B案 

豊栄市 

新津市 

小須戸町 

白根市 

坂井輪地区 

黒埼支所 

西地区 

岩室村 

西川町 

潟東村 

中之口村 
月潟村 

味方村 

亀田町 

横越町 

対 象 区 域
北地区事務所所管区域、豊栄市
東・中地区事務所所管区域
南地区事務所所管区域の一部（鳥屋野地区）
中央地区、坂井輪地区事務所所管区域
石山地区事務所所管区域、南地区事務所所管区域
の一部（曽野木・両川地区）、横越町、亀田町
新津市、小須戸町
黒埼支所所管区域、白根市、味方村、月潟村、中之口村
西地区事務所所管区域、岩室村、西川町、潟東村

区
1

2

3

4

5
6
7

人口
77,858

193,130

158,169

123,780

76,314
81,024
69,208

福島潟 

鳥屋野潟 

通船川 

小阿賀野川 

西川 

佐潟 

福
島
潟
放
水
路

福
島
潟
放
水
路 

福
島
潟
放
水
路 

新
井
郷
川

新
井
郷
川 

信
濃
川

信
濃
川 

中
ノ
口
川
口
川 

関
屋
分
水
路

関
屋
分
水
路 

福島潟 

鳥屋野潟 

通船川 

小阿賀野川 

西川 

佐潟 

新
井
郷
川 

信
濃
川 

中
ノ
口
川 

関
屋
分
水
路 

巻　町 

1　区 

2　区 

4　区 

3　区 

5　区 

7　区 
6　区 

阿
賀
野
川

阿
賀
野
川 

阿
賀
野
川 

C案 C案 C案 

豊栄市 

新津市 

小須戸町 

白根市 

坂井輪地区 

黒埼支所 

西地区 

岩室村 

西川町 

潟東村 

中之口村 
月潟村 

味方村 

亀田町 

横越町 

対 象 区 域
北地区事務所所管区域、豊栄市
東地区事務所所管区域の一部（木戸・大形地区）、
中地区事務所所管区域
中央地区、東地区事務所所管区域の一部（沼垂地区）、
南地区事務所所管区域の一部（鳥屋野地区）
石山地区事務所所管区域、南地区事務所所管区域
の一部（曽野木・両川地区）、横越町、亀田町
新津市、小須戸町
黒埼支所所管区域、白根市、味方村
西・坂井輪地区事務所所管区域、岩室村、西川町、
潟東村、月潟村、中之口村

区
1

2

3

4

5
6

7

人口
77,858

101,496

158,485

123,780

76,314
70,710

170,840

●境界線 

市町村界 
支所・地区事務所界 
連絡所界等 
市役所 
町村役場 
支所 
出張所・地区事務所 
連絡所 
河川・湖沼 

凡　　例 

行政区界 

●境界線 

市町村界 
支所・地区事務所界 
連絡所界等 
市役所 
町村役場 
支所 
出張所・地区事務所 
連絡所 
河川・湖沼 

凡　　例 

行政区界 
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西川町に提出された75通の区割りおよび区割り基準等に関する意見内容

○パターンＢがよい（西地区事務所管内・西川町・岩室村・潟東村） 52通

○パターンＣ（坂井輪地区事務所管内・西地区事務所管内・西川町・岩室村・潟東村・月潟村・中之口村）

で中之口村および月潟村を６区に編入 １通

○西地区事務所管内及び西蒲原１町５村で１区 ３通

○巻町を含めた西蒲原７町村で１区 ２通

○巻町・西川町・岩室村・潟東村・中之口村・新潟市西地区事務所館内で１区 ２通

○西地区事務所管内および巻町・西川町・潟東村・岩室村・中之口村・月潟村で１区 １通

○西地区事務所管内と西川町で１区 ３通

○坂井輪地区事務所管内・西地区事務所管内・西川町で１区 ２通

○Ａ案で白根市を５区にしたほうがよい（西蒲原で１区） １通

○白根市は西蒲原郡味方村・月潟村・黒埼地区で一つの区とし、残りの西蒲原郡については、巻町を中心

とした区割りにしてほしい １通

○新潟市赤塚・中野小屋・岩室村・西川町・潟東村・中之口村 １通

○西川町は西部軸での区割りを（西地区と） １通

○聖籠町を１区に加えてほしい １通

○Ａ案に賛成 ２通

○旧市町村の枠にとらわれず、３～５区程度が適当 １通

○区にする意味がわからない １通

全体で1,065通の意見が提出され、その主な意見をお知らせしましたが、すべての意見については、町

のホームページに掲載してありますので、そちらをご覧ください。

また、次の公共施設にも、すべての提出意見を掲載した集計表を備え付けてありますので、ぜひご覧

ください。

集計表備え付け公共施設

W役場ふれあいコーナー　　W役場２階総務課　　W老人いこいの家西川荘

W勤労者体育センター　　　W学習館　　　　　　W保健センター

また、次回の意見募集の方法および期間については、後日あらためてお知らせします。

問い合わせ　役場総務課広域情報係　内線215

意見内容

区
割
り
パ
タ
ー
ン
集
計
結
果

提出意見総数　　　　　75通
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平成16年度　巻町外三ヶ町村衛生組合年末年始業務日程表 平成16年度　巻町外三ヶ町村衛生組合年末年始業務日程表 

7 
金 

6 
木 

5 
水 

4 
火 

3 
月 

2 
日 

1 
土 

３１ 
金 

３０ 
木 

２９ 
水 

２８ 
火 

２７ 
月 

２６ 
日 

12月 1月 月　日 

施設名 

鎧潟クリーンセンター 
（焼却場） 
衛生センター 
（し尿処理場） 
妙　有　院 
（火葬場） 

通常どおり 
 ただし、31日の個人搬入は正午まで受付 

通常どおり 

通常どおり 

休　務 

休　　務 

休　務 休務 通常 

通常どおり 

通常どおり 

通常どおり 

１　ごみ収集について
ごみは、決められた日の朝８時までにごみステーションに出してください。また、ごみの分別

にご協力をお願いします。

〈７種類分別〉

①　普通ごみ（生ごみ、プラスチック類、危険物類） ⇒　普通ごみ収集ステーションへ
②　びん（飲料用）

③　缶（飲料用）

④　ペットボトル　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　資源ごみリサイクルステーションへ
⑤　古紙（新聞、雑誌、段ボール、牛乳パック）

⑥　廃乾電池

⑦　粗大ごみ　⇒　鎧潟クリーンセンターへ直接搬入（１トンまで無料）
個別収集は１個につき500円の粗大ごみシールの購入が必要となります。

○　大雪でごみ収集車が動けない場合を除いて、予定どおり収集します。

○　大雪でごみ収集できない場合は、収集日・収集場所の変更を行うことがあります。変更する

場合は、区長および公衆衛生推進委員に連絡しますので、ごみは次回の収集日まで、各家庭で

保管しておいてください。

○　降雪時においては、ごみステーション前の除雪や除雪車通過後の残雪等の除雪についてご協

力をお願いします。

● 年末年始のごみ収集休業日は、１月１日(土)から３日(月)までです。（鎧潟クリーンセンター

は、12月31日正午まで操業しています）

２　し尿関係について
○　し尿の汲み取りは、計画収集で行っていますので、特に汲み取りの予約をする必要はありま

せん。

○　浄化槽は、降雪前に消毒液の有無や、機械の故障等がないか点検しておいてください。また、

雪降ろし等で浄化槽が埋まらないようにしておいてください。

●　年末年始のし尿汲み取り休業日は、12月29日(水)から１月３日(月)までです。

３　火葬場（妙有院）について
●　年末年始の休業日は、１月１日(土)と友引の１月２日(日)です。

｝
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街
か
ど
ス
ケ
ッ
チ

去
る
11
月
14
日
（
日
）
西
川
町
学
習
館
に
お

い
て
西
川
町
少
年
野
球
団
加
盟
「
鎧
郷
ボ
ー
イ

ズ
」
の
10
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
滝
沢
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
始

ま
り
、
町
体
育
協
会
斎
川
会
長
、
鎧
郷
小
学
校

本
間
校
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
西
川
町
初

の
少
年
野
球
団
結
成
か
ら
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た

古
沢
監
督
に
保
護
者
会
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま

し
た
。

式
典
終
了
後
、
元
プ
ロ
野
球
広
島
カ
ー
プ
の

西
本
明
和
氏
（
巨
人
で
活
躍
し
た
西
本
投
手
の

実
兄
）
に
よ
る
子
ど
も
時
代
〜
松
山
商
業
時
代

〜
カ
ー
プ
時
代
の
貴
重
な
体
験
談
を
記
念
講
演

で
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｏ
Ｂ
、
現
役
部
員
、
保
護
者
約
80

名
が
出
席
し
、
祝
賀
会
も
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
、
ま
た
卒
業
し
た
子
ど
も
た

ち
の
当
時
の
写
真
や
思
い
出
な
ど
を
掲
載
し
た

記
念
誌
も
発
行
し
ま
し
た
。

大
勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
年
程
前
よ
り
、
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な

り
企
画
し
た
手
作
り
の
10
周
年
行
事
も
無
事
に

終
わ
り
、
チ
ー
ム
関
係
者
、
保
護
者
会
一
体
と

な
り
町
の
子
ど
も
た
ち
に
素
敵
な
夢
を
、
そ
し

て
大
き
な
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

鎧
郷
ボ
ー
イ
ズ
10
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会

創
立
10
周
年 

新
潟
市
と
の
広
域
合
併
を
記
念
し
、
未

来
に
残
る
記
念
事
業
と
し
て
、
町
名
が
な

く
な
る
西
川
町
へ
の
思
い
、
ま
た
は
、
未

来
へ
の
自
分
・
家
族
や
地
域
へ
の
思
い
な

ど
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
託
し
、
今
後
の

新
・
新
潟
市
の
未
来
づ
く
り
の
一
躍
を
担

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
る
応
募

品
（
収
納
品
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今

の
思
い
・
記
念
を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
託

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
封
印

し
た
皆
さ
ん
の
思
い
は
、
25
年
後
に
開
封

し
ま
す
。

応
募
資
格

西
川
町
民
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

応
募
品
（
収
納
品
）

①
　
手
紙
等

Ａ
４
サ
イ
ズ
で
、
一
世
帯
３
枚
以
内
ま

た
は
原
稿
用
紙
（
４
０
０
字
詰
め
）
３
枚

以
内

②
　
写
真

Ｌ
版
サ
イ
ズ
で
一
世
帯
３
枚
以
内

③
　
イ
ラ
ス
ト
・
絵

画
用
紙
八
つ
切
り
（
３
８
２
㎜
×
２
７

１
㎜
）
以
下
で
一
世
帯
１
作
品

※
応
募
品
は
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
１
点

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
手
紙
等
と
写
真

を
両
方
応
募
し
た
い
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
サ
イ
ズ
で
合
計
を
３
枚
以
内
と
し
ま

す
。

応
募
期
限

12
月
24
日
（
金
）

応
募
方
法

・
各
世
帯
に
配
布
済
の
応
募
用
封
筒
に
応

募
品
（
収
納
品
）
を
入
れ
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
イ
ラ
ス
ト
・
絵
で
、
応
募

用
封
筒
に
折
り
た
た
む
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
封
筒
に
は
、
25
年
後
の
開
封
後
に
受
け

取
り
を
希
望
す
る
方
の
住
所
・
氏
名
等
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

・
応
募
品
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
は
、

区
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、

区
長
さ
ん
へ
提
出
願
い
ま
す
。

そ
の
他

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
平
成
17
年
３
月

10
日
に
封
印
し
、
役
場
敷
地
内
に
設
置
し

ま
す
。
ま
た
、
開
封
後
は
、
あ
ら
か
じ
め

指
定
さ
れ
た
受
取
者
に
返
却
案
内
を
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
広
報
係

内
線
２
２
２

合
併
記
念
事
業

「
今
の
思
い
・
記
念
を
未
来
へ
」

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
届
け
る

25
年
後
の
感
動
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INFOMATION

EVENT

INFOMATION

EVENT

県
内
一
斉
に
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
運
動
の
重
点
は
次
の
３
点
で
す
。

飲
酒
運
転
の
追
放

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
転
中
、
携
帯
電
話
の
使
用
禁
止

飲
酒
運
転
の
追
放

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
忘
年
会
等
お
酒
を

飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
の

危
険
性
・
責
任
の
重
大
性
を
十
分
認
識
し
、

「
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
は
運
転
し
な
い
」
と
い

う
強
い
信
念
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
が
被
害
に
遭
わ
れ
る
事
故
が
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
は
、
暗
く

な
る
の
が
早
く
な
り
ま
す
。
反
射
材
を
活
用

し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
か
ら
自
分

の
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

運
転
中
、
携
帯
電
話
の
使
用
禁
止

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
車
等
を
運
転

中
、
携
帯
電
話
の
使
用
が
禁
止
と
な
り
ま
し

た
。
急
用
が
あ
る
場
合
は
、
安
全
な
場
所
に

停
車
し
て
か
ら
通
話
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

西
川
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
総
務
課
広
域
情
報
係
内
）

平
成
17
年
３
月
21
日
に
新
潟
市

に
合
併
す
る
た
め
、
平
成
17
年
度

以
降
の
入
札
参
加
申
請
に
つ
い
て

は
、
新
潟
市
長
あ
て
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

新
潟
市
の
発
注
す
る
公
共
工

事
、
物
品
納
入
、
業
務
委
託
等
の

受
注
を
希
望
す
る
方
は
、
入
札
参

加
申
込
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
期
間
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

現
在
、
西
川
町
に
本
社
・
本
店

の
あ
る
会
社
、個
人
に
つ
い
て
は
、

総
務
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

説
明
会

日
時
　
12
月
16
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
請
書
受
付
期
間

平
成
17
年
１
月
12
日
〜
２
月
７
日

※
受
付
要
綱
等
を
総
務
課
で
配
布

し
ま
す
。

新
潟
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
請

書
等
を
入
手
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
財
政
係

内
線
２
１
４

平
成
17
・
18
年
度

入
札
参
加
登
録
の

お
知
ら
せ

年
末
の
役
場
業
務
は
、
12
月
28
日
（
火
）
ま
で
、

年
始
の
業
務
開
始
は
１
月
４
日
（
火
）
か
ら
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
戸
籍
謄
（
抄
）
本
・
住
民
票
お
よ
び

印
鑑
証
明
事
務
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時

12
月
29
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ま
た
、
12
月
31
日
（
金
）
か
ら
１
月
３
日
（
月
）

の
間
は
、
事
前
の
電
話
連
絡
に
よ
る
住
民
票
の
時
間

外
交
付
を
行
い
ま
す
。

取
扱
内
容

住
民
票
の
み
の
発
行
で
、
請
求
で
き
る
方
は
本
人

お
よ
び
家
族
の
方
に
限
り
ま
す
。（
１
通
３
０
０
円
）

※
戸
籍
謄
（
抄
）
本
お
よ
び
印
鑑
証
明
は
取
り
扱

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

請
求
方
法

12
月
28
日
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
住
民
課
戸
籍
係

へ
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
方
法

12
月
31
日
（
金
）
か
ら
１
月
３
日
（
月
）
の
午
前

８
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
役
場
当
直
室
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
領
の
際
に
は
印
鑑
（
認
め
印
）
が
必
要

で
す
。
領
収
書
が
必
要
な
方
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

そ
の
際
の
郵
送
料
は
、
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
警
備
員
の
役
場
庁
舎
巡
回
時
は
お
待
ち
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
戸
籍
係

内
線
１
３
２
・
１
３
３

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動 

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動 

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動 

12
月
11
日（
土
）〜
31
日（
金
） 

お
わ
び
と
訂
正

広
報
に
し
か
わ
11
月
25
日
号

２
ペ
ー
ジ
　
困
っ
た
と
き
の
連
絡

先
　
蒲
原
ガ
ス
株
式
会
社
の
電
話

番
号
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

誤
　
88
―

３
３
３
７

↓

正
　
72
―

３
３
３
７

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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お
知
ら
せ
・
情
報

西 川 町 役 場
保健センター
公 民 館
水 道 課
デイサービスセンター
在宅介護支援センター
教育相談（専用）

@88－3111n
@88－5311
@88－2334
@88－2144
@88－5666
@88－5666
@88－3031

至巻町 

ふれあい公園 

大丸屋 久思楼 

● 

● ● 
曽根神社 

● 

●本マ屋 

●みずほ保育園 

●JA西川 

ゴール 
スタート 
学習館● 

至
升
潟 

善
光
寺
大
橋 

善光寺橋 

○Aコース（約5km） 
○Bコース（約2km） 
○ふれあいコースは、 
　学習館－曽根神社往復 

町民元旦マラソンコース 町民元旦マラソンコース 

２
０
０
５
年
初
め
の
日
を
マ

ラ
ソ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
健
康
計
画

を
立
て
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

コ
ー
ス
は
２
通
り
で
、
一
生

懸
命
走
る
タ
イ
ム
コ
ー
ス
（
Ａ

コ
ー
ス
５
㎞
、
Ｂ
コ
ー
ス
２
㎞
）

と
、
楽
し
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
の
タ
イ

プ
に
合
わ
せ
て
選
ん
で
く
だ
さ

い
。豪

華
賞
品
が
当
た
る
お
楽
し

み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、

家
族
、
友
達
、
み
ん
な
で
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

期
　
日

平
成
17
年
１
月
１
日

（
実
施
す
る
場
合
は
、

午
前
８
時
30
分
に
花

火
を
打
ち
上
げ
ま

す
）

受
　
付

午
前
９
時
30
分
〜

開
会
式

午
前
10
時

ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時
30
分

コ
ー
ス
・
組

図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

合
併
記
念
事
業 

合
併
記
念
事
業 

第33回 

◆
タ
イ
ム
コ
ー
ス

Ａ
コ
ー
ス
（
約
５
㎞
）

１
組
　
中
学
生
か
ら
29
歳

ま
で
の
方

２
組
　
30
歳
以
上
の
方

Ｂ
コ
ー
ス
（
約
２
㎞
）

１
組
　
小
学
生
男
子

２
組
　
小
学
生
女
子

３
組
　
中
学
生
以
上
の
女

子

４
組
　
40
歳
以
上
の
男
子

◆
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス(

約
1.5
㎞)

年
齢
、
性
別
を
問
わ
ず
、
誰

で
も
参
加
で
き
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
学
習
館
か

ら
曽
根
神
社
ま
で
を
往
復
し
ま

す
。（
タ
イ
ム
や
順
位
は
取
り

ま
せ
ん
）

表
　
彰

各
組
ご
と
に
表
彰
し

ま
す
。
（
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ス
に
つ
い
て
は

除
き
ま
す
）

参
加
費

１
人
　
１
０
０
円

申
し
込
み

参
加
申
込
書
に
所

要
事
項
を
記
入
し
、

参
加
費
を
添
え
て
、

大
会
当
日
受
付
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
小
・
中
学
生
は
、

保
護
者
の
承
諾
印
が

必
要
で
す
）

参
加
申
込
書
は
、
役

場
内
公
民
館
に
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

公
民
館

@
88
―

２
３
３
４

※
町
民
お
よ
び
町
内
企
業
勤

務
者
以
外
の
方
に
つ
い
て

は
、
オ
ー
プ
ン
参
加
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
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こ
の
た
び
、
渡
部
清
さ
ん
（
槇

島
）
が
、
農
林
水
産
統
計
情
報
業

務
の
長
年
の
協
力
者
と
し
て
、
農

林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

渡
部
さ
ん
は
、
20
年
間
に
わ
た

り
農
業
経
営
統
計
調
査
農
家
と
し

て
記
帳
調
査
を
続
け
ら
れ
、
そ
の

調
査
結
果
は
、
各
種
農
業
施
策
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
な

ど
、
そ
の
顕
著
な
功
績
に
よ
り
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

12
月
１
日
か
ら
３
か
年
間
地
域

の
福
祉
向
上
の
た
め
活
躍
し
て
い

た
だ
く
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

紹
介
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
生

活
保
護
、
心
身
障
害
児
（
者
）
、

高
齢
者
、
母
子
・
父
子
世
帯
等
の

方
々
に
対
し
て
、
相
談
や
慰
問
な

ど
温
か
い
心
を
も
っ
て
、
き
め
細

か
い
住
民
福
祉
を
進
め
る
う
え
で

大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
協
力
員
も
兼
ね
て
活
動
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
秘

密
を
遵
守
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
、
心
配
ご
と
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
し
い
民
生

委
員
・
児
童

委
員
を
紹
介

し
ま
す

西川町民生委員・児童委員名簿
住　所
押　　付
美　　里
矢　　島
天 竺 堂
下　　山
槇島団地
川崎団地
新 栄 町
第一区
第二区
第三区

学 校 町
四 番 町
六 番 町
八 番 町
東　　町
藤 見 町
六　　分
見　　帯
善 光 寺
新　　川
中　　作
新　　田
大　　潟
升　　岡
貝　　柄

氏　　　　名
下　村　順　子
神　崎　利　雄
加　藤　恆　樹
古　俣　一　夫
石　山　孝　子
関　原　弥千夫
桑　原　ハ　ル
高　橋　正　子
五十嵐　正　子
近　藤　博　雄
古　俣　茂　美
岡　田　則　子
南　學　雪　枝
中野　善右エ門
大　橋　豊　子
渡　邉　照　男
山　c 惇
多　賀　悦　子
近　藤　七　重
高　橋　正　人
渡　辺　美代子
長谷川　周　健
山　本　　　保
小　林　美枝子
渡　邉　　　實
田　村　孝　子　

担　　　当　　　区　　　域
押付・押付団地
美里
矢島
天竺堂・真田・西汰上
中島・下山
槇島・槇島団地
川崎・平野・川崎団地
新栄町
第一区
第二区
第三区

学校町・水道町
一番町・二番町・三番町・四番町・大正通
五番町・六番町・朝日町・千隈町
七番町・八番町・九番町
東町
藤見町・旗屋・松崎
六分
見帯
善光寺・桑山
新川
上組・中作・中村
三ツ屋・下組・新田・升潟団地
大潟・浦村
大関・升岡・升岡団地
川西・与兵衛野・堀上・貝柄・三角野

西川町主任児童委員
住　所
下　　山
見　　帯

氏　　　　名
廣　井　茂　道
田　子　幸　子

担　　　当　　　区　　　域
西川町全域
西川町全域
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お
知
ら
せ
・
情
報

今
置
き
し
眼
鏡
を
探
す
夜
寒
か
な

星
　
　
良
三

法
外
の
の
ぞ
み
は
す
て
て
栗
ご
は
ん
　
　森

　
　
　
武

紅
葉
ち
る
散
る
散
歩
道
く
れ
な
い
に
　
　山

際
　
伝
市

芋
の
葉
に
こ
ろ
こ
ろ
ま
わ
る
白
露
か
な
　
　

山
田
八
千
代

落
栗
を
拾
う
子
等
の
賑
わ
え
る
　
　
　
　市

橋
　
金
吾

縁
先
の
老
婆
の
背
な
に
赤
と
ん
ぼ
　
　
　
　
　

加
藤
　
静
江

数
咲
き
の
妙
技
称
ふ
る
菊
花
展
　

川
崎
　
　
實

陽
を
集
め
密
か
に
咲
き
し
返
り
花
　
　
　
　
　

笹
川
カ
ツ
ヨ

松
茸
を
入
れ
て
呼
ぶ
声
子
ら
走
る
　
　

小
林
　
正
義

秋
祭
り
夕
焼
け
も
ゆ
る
あ
か
あ
か
と
　
　
　
　

柴
田
文
三
郎

新
米
と
一
言

ひ
と
こ
と

添そ

へ
て
祝
膳

関
　
　
芙
美

極
楽
寺
芒
の
丈
に
溺
れ
ゆ
く

福
島
　
阿
支

短
歌

川
口
の
わ
ら
び
採
り
せ
し
草
な
だ
り
中
越
地
震
は
景

色
を
変
へ
ぬ

水
野
　
シ
ヅ

車
ご
と
土
砂
に
呑
ま
れ
し
母
と
子
の
救
助
の
さ
ま
を

祈
り
つ
つ
見
る

加
藤
ト
シ
子

「
月
づ
き
に
」
と
口
遊づ

さ
み
つ
つ
庭
に
出
て
詠
人
偲
び

満
月
仰
ぐ

中
原
　
京
子

被
災
地
に
思
ひ
よ
せ
つ
つ
壽す

し
を
食
む
廻
転
ず
し
店

閑
散
と
せ
り

相
生
　
光
江

明
け
や
ら
ぬ
瀬
波
の
ホ
テ
ル
の
窓
に
見
る
町
の
灯
り

は
蛍
火
の
ご
と

B

波
　
フ
サ

幾
度
と
地
震
の
揺
れ
に
怯
え
つ
つ
幼
の
笑
顔
に
心
安

ら
ふ

青
葉
　
　
香

時
刻
む
腰
の
痛
み
も
や
わ
ら
ぎ
て
老
い
は
秋
陽
の
温

さ
に
ひ
た
る

大
野
　
友
子

激
震
に
泣
き
叫
ぶ
孫
抱
き
し
め
ば
幼
の
香
の
す
恐
怖

に
交
ぢ
り
て

桜
　
み
な
よ

歳
重
ね
い
つ
し
か
短
歌

う

た

で
生
か
さ
る
る
日
々
の
暮
ら

し
に
灯
り
が
点
る

松
島
え
り
か

ほ
か
ほ
か
の
焼
き
芋
作
り
孫
と
食
み
こ
の
ぬ
く
も
り

を
絵
手
紙
に
か
く
　

上
山
　
恵
子

俳
句

新
潟
市
で
は
、
来
年
３
月
21
日

の
広
域
合
併
お
よ
び
そ
の
後
の
政

令
指
定
都
市
移
行
に
向
け
て
、
新

た
に
生
ま
れ
変
わ
る
新
・
新
潟
市

を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
た
め
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
住
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
作
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。新

市
の
誕
生
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
新
潟

市
を
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
す
る
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

応
募
資
格

制
限
な
し

応
募
締
切

平
成
17
年
１
月
15
日

（
必
着
）

応
募
方
法

応
募
用
紙
の
つ
い
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
応
募
箱
を
窓

口
に
配
置
す
る
ほ
か
、
官
製
は

が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
載
の
う
え

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
複
数

応
募
可
）

※
役
場
出
納
室
前
に
応
募
用
紙
お

よ
び
応
募
箱
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他

賞
品
・
賞
金

最
優
秀
賞
１
点

表
彰
状
お
よ
び
10
万
円

優
秀
賞
３
点

表
彰
状
お
よ
び
３
万
円

応
募
者
が
高
校
生
以
下
の
場

合
は
、
賞
金
相
当
額
の
図
書

券
と
し
ま
す
。

審
査

有
識
者
等
に
よ
る
選
考
委
員

会
で
優
れ
た
作
品
を
選
定
し
ま

す
。
選
考
結
果
は
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表

し
、
入
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
同
一
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

で
入
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。
ま

た
、
選
考
作
品
の
著
作
権
は
新

潟
市
に
帰
属
し
、
市
は
一
部
変

更
の
う
え
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
し
ま
す
。

あ
て
先
・
問
い
合
わ
せ

郵
送
　
〒
９
５
１
―

８
５
５
０

新
潟
市
学
校
町
通
１
番
町
６
０

２
番
地
１

新
潟
市
総
合
企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
５
―

２
２
６
―

２
１
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
５
―

２
２
３
―

１
５
５
７

電
子
メ
ー
ル

kikaku@
city.niigata.lg.jp

締
め
切
り
迫
る
！

締
め
切
り
迫
る
！ 
締
め
切
り
迫
る
！

締
め
切
り
迫
る
！ 
締
め
切
り
迫
る
！ 
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西
川
町
菊
花
同
好
会
と
町
公
民

館
共
催
に
よ
る
第
31
回
菊
花
展

を
、
11
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
学

習
館
講
堂
を
会
場
に
開
催
し
ま
し

た
。今

年
は
、
夏
の
厳
し
い
暑
さ
や

台
風
の
影
響
な
ど
で
、
栽
培
に
苦

労
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

出
品
数
１
５
３
点
の
う
ち
、
各

賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

町
長
杯
（
総
合
優
勝
）

押
　
付
　
　
渡
辺
　
　
明

議
長
杯
（
準
優
勝
）

新
　
川
　
　
池
田
　
省
一

農
協
組
合
長
賞

見
　
帯
　
　
佐
藤
　
友
吉

審
査
長
賞

新
　
川
　
　
中
村
　
昭
治

公
民
館
長
賞

押
　
付
　
　
真
島
　
繁
雄

菊
花
同
好
会
長
賞

平
　
野
　
　
石
黒
　
眞
也

県
連
盟
審
査
員
賞

第
一
区
　B

島
　
昭
三

青
少
年
育
成
町
民
会
議
に
よ
る

「
冬
休
み
親
子
ビ
デ
オ
映
写
会
」

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
お
友

達
同
士
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お

い
で
く
だ
さ
い
。

大
画
面
で
見
る
の
は
迫
力
満

点
。ぜ

ひ
、
親
子
で
見
に
来
ま
せ
ん

か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

12
月
25
日
（
土
）

午
前
10
時
上
映
開
始

会
　
場

学
習
館
講
堂

内
　
容

「
シ
ュ
レ
ッ
ク
２
」

問
い
合
わ
せ

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

事
務
局
　
@
88
―

２
３
３
４

冬
休
み

冬
休
み 

親
子
ビ
デ
オ
映
写
会

親
子
ビ
デ
オ
映
写
会 

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ 

冬
休
み 

親
子
ビ
デ
オ
映
写
会 

の
お
知
ら
せ 

鎧郷小学校家庭教育学級夢倶楽部では、毎年

好評の生け花教室を公民館と共催で今年も行い

ます。

初めての方も大歓迎です。お正月には玄関に

床の間に自分のお花を飾りませんか。

日　時 12月26日（日）

午後１時30分～

会　場 学習館（旧福祉会館）講堂

講　師 寺本香蕉さん（草月流常任参与師範）

参加料 花代1,500円

当日、おつりのないようにお持ちくだ

さい。

持ち物 花器、大きめの剣山、花ばさみ

なお、花器と剣山をお持ちでない方に

は斡旋します。申し込み時にお申し出

ください。

申込締切 12月20日（月）

申し込み・問い合わせ

公民館　@88―２３３４

西　屋　@88―７６１７

農家の方々に農業所得の収支計算への円滑な

移行と確定申告書の記載方法などを理解しても

らうため、次のとおり農業収支決算説明会を開

催します。

日程

※　当日は筆記用具、電卓、預金通帳、その他

収入や経費のわかるものをご持参ください。

問い合わせ

ＪＡ西川本所　　@88―３１１８

巻税務署　　　　@72―２３５５

税務課住民税係　内線152

開催日 時　　間 会　場 

12月17日(金) JA西川本所 

午前9時30分～11時30分 

午後1時30分～3時30分 



10.21
広通排水路改修
に伴う水管橋移
設工事

下　山
地　内 10,395

16.10.22
〜

16.12.17
佐藤建設㈱ 8

千円

10.22
町道第849号線
道路改良工事

大　潟
地　内 4,410

16.10.22
〜

17.１.９
㈱八百板組 7

17

問い合わせ 曽根保育園（@88－2112）までお願いします。

毎月第４水曜日に住民票等交付窓口を午後
７時まで延長しています。（12月は22日です）
取扱業務は、

戸籍謄・抄本／住民票／印鑑登録／印鑑証
明／年金現況証明です。
どうぞご利用ください。

住民課窓口からのお知らせ 住民課窓口からのお知らせ 

12月の納税

●納税する税目
固定資産税（第３期分）
国民健康保険税（第９期分）
介護保険料（第９期分）

●納期限
12月27日h
・納期限までに忘れずに納税しましょう。

・窓口払いの方は、納税通知書をお持ちのうえ金融機関で納め
てください。
・口座振替の方は、お手数でも預金残高をお確かめください。
・口座振替日は12月27日hです。振替できなかった方の再振
替日は、郵便局の方は1月11日i、その他の金融機関の方は
1月17日hとなっています。
・口座振替のおすすめ
納税は、便利で安全な口座振替をご利用ください。
手続きは、金融機関の窓口で行ってください。

11月29日～12月12日

12月13日～12月26日

期　間

今回の期間と内容は次のとおりです。24時間いつでもご利用いただけます。

知的遊びのねらい

過保護と過干渉について考える

内　容

子育てテレフォンサービス 子育てテレフォンサービス 

お
知
ら
せ
・
情
報

入札日 工　事　名 場 所 工事費 工 期 業者名 指名業者数

入札結果公表 （百万円以上）

11.2 悪水路浚渫委託

川崎団
地・学
校町・
新栄町
地　内

3,129
16.11.２
〜

16.12.15

㈲コウケン
工業

4

千円

10.22
町道第439号線
消雪パイプ敷設
工事

押付・
矢　島
地　内

3,045
16.10.22
〜

16.12.27
遠藤建設㈱ 7

11.9
西川町学習館玄
関スロープ屋根
新設等工事

西川町
学習館 7,087

16.11.９
〜

17.１.31
㈱加賀田組 9

10.22
曽根地区放課後
児童クラブ東屋
他新築工事

曽　根
地　内 1,470

16.10.22
〜

16.12.10

西川造園工
事共同企業
体

3

11.9

第３処理分区下
水道舗装復旧
（第２工区）工
事

地　内
18,375

16.11.９
〜

16.12.28

世紀東急工
業㈱北陸支
店新潟営業
所

7

11.1
下水道関連水道
管移設工事（第
10工区）

地　内 1,575
16.11.２
〜

16.12.28
㈱八百板組 6

11.16
配水管新設工事
（天竺堂工区）

天竺堂
地　内 1,418

16.11.17
〜

16.12.28

遠藤・大滝
経常共同企
業体

6

11.1
配水管新設工事
（ 工区） 地　内 2,264

16.11.２
〜

17.２.10

㈱志登屋工
業

6

11.16
給水台帳整備業
務委託 浄水場 3,885

16.11.７
〜

17.２.25

㈱日本海設
計事務所

6

11.1
№６配水ポンプ
分解整備工事 浄水場 1,208

16.11.２
〜

17.１.31
工業㈱ 5

11.17
町道第201号線
側溝改修工事

新栄町
地　内 2,415

16.11.17
〜

17.１.14
遠藤建設㈱ 7

11.2
消雪パイプ設備
取替工事

天竺堂
地　内 1,732

16.11.２
〜

16.12.15

大和開発興
業㈱

3

11.17
下水道新設管渠
内ＴＶ調査委託

西川町
地　内 1,869

16.11.17
〜

17.２.15

㈱ダイトウ
ア

4

入札日 工　事　名 場 所 工事費 工 期 業者名 指名業者数
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わ が 家 の 人 気 者

　男 
　女 
　計 
 
世帯数　 3,517 

転　入 
転　出 
出　生 
死　亡 

19人 
12人 
7人 
9人 

  6,068人 
6,518人 
12,586人 

 
 

（前月比＋５） 

（前月比＋１） 

（11月末日現在） 

 

【談】 この絵は、3年生が引退なので
「学校」というテーマで描いた作品です。
日常的な風景を描きたかったので、3年
生のワークをせんぱいから借りて机の
上に置いて描きました。
がんばったところは、ワークなどの
文字です。けっこう、うまく描けたと
思います。
反対に失敗した所は、かげをつけな
かったので机の上に置いてあるという
感じになりませんでした。だからかげ
をつければ良かったなぁと思いました。

西川中学校１年

遠藤友花梨 さん
（旗屋）

ボク、ジミーといい

ます二才になりました。

自転車に乗って公園や

スーパーに行くのが大

好きです。でも小学生

のおにいちゃんが恐い

です。会って又泣いた

らごめんね。

宮前イミさん

（学校町）

ジミー

町民のうごき欄に掲載を希望されない方は、
戸籍窓口に届出の際にお申し出ください。

真　柄　　　尊
たける

笹　川　千
ち

晶
あき

小　林　紅
くれ

葉
は

原　成
せい

二
じ

郎
ろう

佐　藤　真
ま

波
なみ

伊　藤　　　謡
よう

五傳木　羽
は

菜
な

／

／

／

／

／

おくやみ

うぶごえ
名　　前 誕生日 保護者 町　内

／

／

／

／

／

／

／

貴一

悠

潤

孝二

直毅

学

洋

新 川

押 付

二 番 町

中 村

新 栄 町

旗 屋

14

19

21

22

23

25

25

多賀　ヤス

今　　ヒサ

小澤　ヨミ

井上　　弘

森　　和夫

名　前

94

70

88

73

71

年齢

連　順

直　樹

敏　雄

本　人

本　人

亡くなった日 世帯主

新 川

旗 屋

大 潟

学校町

善光寺

町　内
10

10

10

11

11

26

30

31

11

11

10

10

10

10

10

10

10

ごけっこん

安 藤 喜 博
（浅 井）理　恵

名前（旧　姓）

安藤　長栄

世帯主

槇 田 善 衛
（山 宮）利江子

槇田善一朗 桑 山

岩　崎　　　功
（石 黒）美　樹

岩崎　　功

町　内

88
 

▲


